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発明の概要 【課題】 
⼩型でしかも複数の周波数の電波に対応できる、アンテナ装置を提供すること。 
【解決⼿段】 
⾼周波電⼒が供給される励振素⼦と、容量性負荷をそれぞれ有すると共に電磁結合
により励振素⼦から電⼒が供給されるアンテナを、複数個有し、前記励振素⼦と前
記それぞれのアンテナとの重なり⽅向をＺ軸⽅向とし、前記それぞれのアンテナと
により形成される⾯をＸ軸およびＹ軸⽅向とし、前記Ｘ軸における⼀⽅側をＡ⽅向
とし前記Ｘ軸における他⽅側をＢ⽅向とした場合に、前記それぞれのアンテナは前
記Ｂ⽅向に⽚寄って配置され、さらに前記励振素⼦は前記Ｂ⽅向に⽚寄って配置さ
れ、前記それぞれのアンテナが有する前記容量性負荷がそれぞれ、前記Ａ⽅向ある
いは前記Ｂ⽅向のどちらかに配置されている、ことを特徴とするアンテナ装置。 
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